運営企画グループの当面の運営方針と活動計画

第７回全体会資料

Ｈ１８年７月１３日

本日７月１３日を持って策定作業部会を立ち上げる。以下に策定作業の大枠と当面第１期作業についてその体制、進め方について提案する。

１、策定作業の大枠の流れ
事前および策定作業途次の学習、勉強

・運営委員会にて企画   

・学習会、自己学習

・策定作業とオーバラップしながら

Ⅰ、策定作業は３段階（フォローを入れると４段階）

第１期：自治基本条例に盛り込む項目、内容と構成を検討する段階   「自治基本条例の内容・項目・構成案」

  小グループ（班）単位の検討と全体会の組合せ

第２期：項目、内容を条文化  条文案つくりの段階   「自治基本条例の条文案」
条文起草委員会*（市民中心で学識経験者、行政法務担当を交えた ）と全体会

第３期：最終調整し素案として提出する段階    「最終条文案」（素案と称しているもの）

条文起草委員会*（市民中心で学識経験者、行政法務担当者を交えた）と全体会

*素案策定委員会と称してもよい

第４期：提出後フォロー段階

運営委員会  全体会

備考：

・ 第１期～第４期それぞれの段階の作業過程で行政や議会（議員）との交流、折衝、調整がある。

· また他の自治体との交流や学識経験者・専門家の指導との相談や助言をうける作業がはいる

· 各段階の成果物がＰＩの資料、材料となる。全会員が共有していなければならない。

Ⅱ、ＰＩ活動も３段階

・第１期のあとにＰＩ活動、そのまとめをへて第２期の策定作業へ

・第２期のあとにＰＩ活動、そのまとめをへて第３期の策定作業へ

・第３期のあとのＰＩ活動、市民への最終報告

備考：常態的な広報活動（一方向的）とＰＩ活動（双方向的）がある。

２、策定作業部会の構成と体制

策定作業部会（部会長、副部会長） （原則、隔週開催）


―第１班（班長、副班長）

―第２班

―第３班

―第４班

―第５班

―第６班

―（昼間検討班、ＩＴ検討班）

班長会（副班長を含む） 

・ 班長は班単位策定作業の司会、まとめと班の進捗管理、連絡、調整など担当。

· 班長会は部会まとめのほか、次回作業のための準備など策定作業に関するマネジメントにあたる。（原則、策定作業部会との間に１回開催）

―全員が何れかの班に参加。班分けはランダム方式、運営委員も全員均等各班にわかれて入る。

―通期固定とする。

―６班で構成、１コ班は通常出席状況から約７～８人での構成と考えられる。状況により班の増設、統合などを考慮する。

―常時参加できない人のため別途次の班を設けることを検討する。

１）ＩＴ（メール）が使える人のためにＩＴ環境で作業する班を作る。これには希望者は誰でも入れる

２）夜間参加できない人のための昼間の班をつくる。

―班長（副班長）は各班内で選出。

―策定部会長（副部会長）は班長会で選出。

―選出時期はそれぞれ次回策定部会（７月２８日）および班長会時を目処とする。

３、第１期作業のすすめかた

―６月全体会意見集約結果に基づき整理した別表作業計画表の１０テーマについて検討する。

―すべての班が同一テーマを毎回、同一場所で、同時平行的に作業する。

―テーマの検討順、テーマ数については次回策定部会までに決める。

―テーマの追加、統合、それにともなう日程計画の変更は検討過程のなかで柔軟に考える。

―テーマの検討作業はそれぞれのテーマについて、各人の関心、興味、その現状、実態やありたい姿、あるべき姿などを自由討議、意見交換のかたちで進める。

―検討作業は隔週間隔で、全体会とかねて行う。全体会の議題がないときは検討作業のみ。―このための会場は予め通期確保する。

―検討作業結果のまとめ（会議録）は毎回各班で事務局と協働で記録に残す。

―全テーマ検討終了時点で全体の「まとめ（整理）」（自治基本条例に盛り込む項目と内容）を班長会中心のメンバーで行う。中間でのまとめも考える。

注）第１回は検討開始にさきがけ、自治基本条例の基礎的、基本的な事項に関するミニマム必要な知識を共有するための自由討議を行う。ここででてきた質疑事項への対応は別途学習会の内容等に盛り込む。

４、引き続きの検討事項
―行政との協働作業につき何を、どの時期から、どのような形で行うか。

―議会についても同様。ただし行政とは濃淡の差はある。

―アドバイザー、講師の早期選定。  学識経験者は随時参加としても、通期固定方向で。

―第２期作業の進め方。

―３月提示の策定作業の流れイメージを逐次最新内容、日程に更新する（計画表にする）。

以上
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